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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ に 対 し 、 発 泡 性 ビ ー ズ を 使 用 し た 場 合 に は 、 骨 材 ２ １ と 結 合 材 ２ ２ と を 均 一 に 混 合
す る こ と が 可 能 と な り 、 再 利 用 材 の 粉 砕 物 が 沈 降 等 し て 片 寄 る こ と を 抑 制 す る こ と が で き
る 。 こ の 理 由 に つ い て は 、 固 体 同 士 の 混 合 で あ る た め 一 方 が 液 体 で あ る 場 合 の 混 合 に 比 べ
比 重 、 密 度 等 の 違 い に よ る 分 離 が 抑 制 さ れ る こ と 、 混 合 時 に 生 じ た 静 電 気 等 に よ り 混 合 状
態 で 固 体 同 士 が 付 着 し 合 う こ と 等 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 前 記 発 泡 材 料 中 に お け る 骨 材 ２ １
の 分 散 性 の 向 上 を 図 る に は 、 再 利 用 材 と し て Ｐ Ｓ Ｐ 等 を 材 料 と す る 発 泡 樹 脂 製 の 樹 脂 成 形
体 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は 、 発 泡 樹 脂 は 、 発 泡 性 ビ ー ズ 、 非 発 泡 の 合 成 樹 脂 等
に 比 べ て 密 度 が た め 、 混 合 機 等 の 内 部 で 飛 散 し や す く 、 結 合 材 ２ ２ 同 士 の 隙 間 に 入 り
込 み や す い た め で あ る 。 例 え ば 、 骨 材 ２ １ を 発 泡 倍 率 が ２ ０ 倍 の Ｐ Ｓ Ｐ と し 、 結 合 材 ２ ２
を 発 泡 倍 率 が ５ ０ 倍 の Ｅ Ｐ Ｓ と し た 場 合 、 Ｐ Ｓ Ｐ の 密 度 は ０ ． ０ ５ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ る こ と
に 対 し Ｅ Ｐ Ｓ の 密 度 は
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ・ 　 ま た 、 再 利 用 材 と し て 発 泡 樹 脂 製 の 樹 脂 成 形 体 を 使 用 す る こ と に よ り 、 当 該 樹 脂 成
形 体 が 軟 ら か く 、 粉 砕 物 を 得 る た め の 粉 砕 処 理 を 簡 易 か つ 短 時 間 で 行 う こ と が で き る 。
　 ・ 　 ま た 、 発 泡 樹 脂 製 の 樹 脂 成 形 体 の 粉 砕 物 を 骨 材 ２ １ と す る こ と に よ り 、 同 骨 材 ２ １
の 密 度 を す る こ と が 可 能 で あ り 、 結 合 材 ２ ２ と 混 合 す る 際 に ほ ぼ 均 一 に 混 合 す る こ と
が で き る 。

高 い

０ ． ０ ２ ｇ ／ ｃ ｍ 3 で あ り 、 Ｐ Ｓ Ｐ の 方 が 密 度 が 高 く な っ て い る 。
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